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南魚沼市が合併からしてから１０年。

市制１０周年にあたり南魚沼市を活性化する事業が

様々企画される中で、スポーツ振興による町の活性化

と健康つくりを目指し（一社）雪国青年会議所として

当事業を開催する運びとなりました。

【経緯説明】



・市制１０周年！！ 町の活性化のチャンス！！

【事業の背景として】

・地域の若者から何が行えるか。

・地域観光資源のピーアールと集客によるまち

の活性化、そして健康で元気なまち造りへ



【事業の背景として】

・南魚沼市旧３町の魅力を肌で感じてもらうには

実際に見て触れてもらいたい

・子どもから年配の方まで楽しみながら健康に繋がること

・老若男女問わずに１００ｋｍ以上を走れる

自転車イベントの誘致！！



【南魚沼市の利点】

素晴らしい条件

山、川、ダム、田園風景、交通量の少ないコース

過去の経験

ときめき新潟国体ロードレース・インター杯開催地



【今回の大会についての目的】

１．地域の魅力発信

（文化・歴史・温泉・グルメ等）



２．県外からの集客

（自転車を通じてその先の観光へ）

【今回の大会についての目的】

９月コシヒカリの新米美味しい

季節に来て頂き南魚沼の魅力を伝え

他の季節にも来て頂く



３．市民を健康志向に

ロードバイクに触れスポーツに興味を持って頂き

健康志向の市民を増やす

【今回の大会についての目的】

医療費の削減にも繋がる！！



【今後の目的】

１．ロングライドイベントを２０００人規模へ拡大

【今後の目的】

１．ロングライドイベントを２０００人規模へ拡大

ツールド沖縄 参加者４０００人

経済効果 ５億５千万円

ジャパンカップ宇都宮 参加者及び観客１０万４千人

経済効果 ２０億円

佐渡ﾛﾝｸﾞﾗｲﾄﾞ210 参加者２０００人

経済効果 １億円



【今後の目的】

２．南魚沼のスポーツコンテンツの一角として

都心から新幹線で１時間半 関越高速で２時間半と好立地

マラソン、ロングライド（自転車）、登山、スキー



【最後に】

多くの集客と地域の魅力ＰＲ・経済効果

そして

健康で元気な南魚沼へ


